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1 

 

序

論 『

無

量
寿

経

』
に

説

か
れ

る

、
第

十

八
願

に

、
「
設

 
 

ヒ

我

得

 
 

 

タ
ラ
ム
ニ

レ

佛

 

ヲ

、

十
方

 

ノ

衆

生

、
至

 

シ

レ

心

 

ヲ

信

樂

 

シ
テ

、

欲

 

シ
テ

レ

生

 

ゼ
ム
ト

二

我

 

ガ

國

 

ニ

一

、
乃

 

チ

至

 
 
 
 

ル
マ
デ
セ
ム

二

十

念

 

ニ

一

。
若

 
シ

不
 

ハ

レ

生

 

ゼ

者

、
不
レ

取

 

ラ

二

正

覺

 

ヲ

一

。
唯

除

 

ク

二

五
逆

 

ト

誹

謗

正

法

 

ト
ヲ

一

。
」
１

と

あ

る

よ
う

に

、
法
蔵

菩

薩
は
一

切
の

衆

生
を
救
う
と
誓
っ

た

が

、
五

逆

罪
と

謗

法
罪

を

犯
し

た

者
は

救

い
の

対

象
か

ら

除
か

れ

る
と

付

け
足

し

た
。
親

鸞
は

、

こ
の

唯

除
の

文
に
対

し
て
、
曇
鸞

の

説

い
た
『

往

生
論

註
』
の

八

番
問

答
（

以
下
、
八

番

問
答
）
、
善
導

の
説

い

た
『
観

経

疏
』
の
「
散

善

義

」（
以

下
「
散
善

義

」
）
と
『
法

事

讃

』
の

文

を
『

教

行
信

証

』
の

「
信
文

類

」
２

で

引
用
し

て

い
る

。

本
稿

で

は
、

曇

鸞
の
八

番
問

答

、
善

導

の
「

散

善
義

」

と
『

法

事

讃

』
の
こ

れ
ら

三

つ
の

引
文
か

ら
親
鸞

の

唯
除

の

文
に

対

す
る

解

釈
を

考

察
し

て
い
く

。

曇
鸞

は

、
八

番

問
答

で
、
五

逆
罪
と
謗
法

罪

に

つ
い

て

記
し
て

い
る

が

、
第
一

問

答
か

ら
第

四
問
答

ま

で
と

第

五
問

答

と
で

論

理
的
に

矛
盾

し

て
い

る

よ
う

に
見
え

る

。
加
え
て
、

八

番

問
答

の

第
一
問

答
か

ら
第
五

問

答
ま

で

と
、『

往
生

論

註
』
下
巻

の
口

業

功
徳

成

就
文
も

矛
盾

し

て
い

る

よ
う

に
見
え

る

。
こ
の
疑

問

点

は
相

馬
一
意
氏

な
ど

に

よ
っ

て

既
に

研

究
さ

れ

て
い

る

が
、

本

当
に

矛

盾
と

い
え
る

の

か
再
考

し
て

い

き
た

い

。
第

一

問
答
か
ら

第

四
問
答

ま

で
と

第

五
問

答

は
論

理

的
に

矛

盾
し

て

い
る

の

か
、

第

一
問

答

か
ら
第

五
問
答

ま
で

と

口
業

功

徳
成

就

文
と

の

関
係
は
ど

の

よ

う
に

な

っ
て

い

る
の

か

を
検

討

し
て
い

く
。 

そ

し

て

、
善

導
の
「

散
善

義

」

と
『

法
事

讃

』
の
逆

謗
摂
取

に
つ

い

て
の

説

示

箇
所

か
ら

、
唯
除

の

文

に
対
す
る

善
導
の

解
釈
を
明

ら

か

に

し
、

曇
鸞

の

解
釈

と

善

導
の

解
釈

を

比
較

し

て

見
て

い
く

。

最
後

に

、
親

鸞

は
、
曇

鸞
、

善

導
の

唯

除
の

文
に
対

す
る
解
釈
を

ど

の

よ

う
に

見
て

い

た
の

か

を

考
察

し
、

親

鸞
が

五

逆

罪
や

謗
法

罪

に
つ

い

て
説

い
て
い

る

箇
所

か

ら
、

親

鸞
は

、

五
逆

罪

、
謗
法
罪

に

対
し
て

ど

の
よ

う

に
理

解
し
て

い

た
の

か

論
じ

て

い
く

。 

コピー厳禁
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本

論 

第

一

章 

曇

鸞
の

八

番
問

答

に
つ

い

て 

第

一

節 

第

一
問

答

か
ら

第

四
問

答

の
考

察 

 

本

節
は

、
曇
鸞

の

説
い

た

『
往

生

論
註

』

の
中

の

八
番

問

答
の

第

一
問

答

か
ら

第

四
問

答

ま
で

を
考
察

し
て
い

く

。 

ま

ず

、

第
一

問
答

で

は
、
ど

の

よ
う

な
衆

生

が
往

生

で

き
る

の
か

と

い
う

問

い

に
、

曇
鸞

は
、
す

べ

て

の
衆
生
は

阿
弥
陀

仏
の
名
号

を

聞

い

て
信

心
歓

喜

す
る

一

念

の
時

往
生

す

る
身

と

な

る
が

、
五

逆

罪
を

犯

し
た

り

、
正

法

を
誹

謗
し
た

り

し
た

者

は
除

か

れ
る
と
述

べ

、

五

逆

罪

を

犯

し

た

者

は

、

臨

終

の

時

に

善

知

識

に

遇

い

、

十

二

劫

蓮

華

の

中

で

罪

を

償

う

と

説

い

て

い

る

。

そ

し

て

、

最

後

に
、

「

下

品

 

ノ

凡

夫

但

 

タ
ダ

令

不

 

レ
バ

三

誹
二

謗

 

セ

正

法

 

ヲ

一

、

信

 

ズ
ル

レ

佛

 

ヲ

因

縁
 

 
ヲ
モ
テ

皆
得

 

ト

二

往

生

 

ヲ

一

。
」
３

と

述

べ
て

お
り

、
謗
法

罪
は

救

わ
れ

な

い

こ

と
を

示

し

て

い

る
の
で

あ

る
。

つ

ま
り

、
往
生

を

得
る

こ

と
が

で

き
る

の

は
正

法

を
誹

謗

せ
ず

、
仏
を

信

じ
る
者

な
の

で

あ
る

。

相
馬

一
意
氏
は
、 

 

善

知
識

の

す
す

め

に
よ

っ

て

、「

南
無

阿

弥
陀
仏

」
と
称

し
た

が

た
め
に

、
極
楽
世
界

に

生
ま
れ

る

こ
と

が

で
き

た

と
い

う
の
で

あ

る

か

ら

、
五

逆
罪

な

ど
が

往

生

の
障

り
に

な

る
わ

け

は

な
い

。
た

だ

阿
弥

陀

仏

を
信

ぜ
ず

、

教
え

を
謗

っ
た
も
の

だ

け
が
う
ま
れ

ら

れ

な
い

の

で
あ

る

。
４ 

と

述

べ

て
お

り
、

相

馬
一

意

氏

は
、
五
逆

罪

は
往

生

の

障
り

に
は

な

ら
な

い

が
、

謗

法
罪

の

者
は

往
生
で

き
な
い

と

理
解

し

て
い
る
の

コピー厳禁
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で

あ

る
。
曇

鸞
は

、

第
一

問

答

で
は

、
五

逆

罪
の

者

は

臨
終

に
善

知

識
に

遇

い
、

蓮

華
の

中

で
罪

を
償
う

と
い
う

よ

う
に
、

救
い
に
つ

い

て

述
べ
て

い
る

と
思
わ

れ

る
が

、

謗
法

罪

の
者

に

つ
い

て

は
救

わ

れ
な

い

と
考

え
て
い

た

の
で
あ

る
。 

そ

し

て

、
第

二
問

答

で
は

、
『

無
量

寿

経
』

に
は

、

往

生
を

得
る

も

の
は

五

逆

罪
と
謗
法

罪

以
外
の

者

と
説

い
て

い

る
が

、
『
観
無
量

寿

経

』

で
は

、
五

逆

罪
の

者

は

十
念

の
念

仏

を
す

れ

ば

往
生

を
得

る

こ
と

が

で
き

る
と
示

さ

れ
て
い

る
。

こ

の
『

無

量
寿

経

』
と
『
観

無

量

寿
経

』
の

矛
盾

点
を

ど

の
よ

う

に
考

え

る
べ

き

か
と

い

う
問

い

に
、「

答

 

ヘ
テ

曰

 

ク

、
一

經

 

ニ
ハ

以

 
 

テ
ナ
リ

レ

具

 
 

ス
ル
ヲ

二

二

種

 

ノ

重
罪

 

ヲ

一

。
一

 

二

者
五

逆
、
二

 

二

者

誹

謗

正

法

 

ナ
リ

。

以

 

テ
ノ

二

此

 

ノ

二
種

 

ノ

罪
 

ヲ

一

故

 

二

、
所
以

 

ニ

不
レ

得
二

往
生

 

ヲ

一

。
一

經

 

ニ
ハ

但

言

 

ヒ
テ

レ

作

 

ル
ト

二

十

悪
・
五

逆
等

 

ノ

罪

 

ヲ

一

、
不
レ

言

 

ハ

三

誹
二

謗

 

ス
ト

正
法

 

ヲ

一

。

以

 

テ
ノ

レ

不

 

ル
ヲ

レ

謗

 

ゼ

二

正

法

 

ヲ

一

故

 

ニ

、

是

 

ノ

故

 

ニ

得
レ

生
 
 
 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

。
」
５

と

、

答

え

て
い

る
。

つ

ま

り
、

曇

鸞

は

、
『

無
量

寿
経

』

に
は

、

五

逆

罪
も
謗

法
罪
も
ど
ち

ら

も

犯
し

た

者
の

こ

と
を

述

べ
て

お

り

、
五

逆
罪

と

謗
法

罪

の
両

方

を
犯

し

た
者

は

往
生

で
き
な

い

と
し

、『

観
無

量
寿
経

』
で
は
、
五

逆

罪
だ
け

を

犯
し

た

者
は

救

わ
れ

る

と
説

い

て
い

る

と
解

釈

し
た

の

で
あ

る

。
森
村

森

鳳
氏
は
、「

こ

の
解
釈

に
よ

れ
ば

、
両

経
は
「
謗

法

」

が

往

生

で

き

な

い

と

い

う

意

味

合

で

は

一

致

し

て

い

る

」
６

と

理

解
し

て

お

り
、

謗

法

罪

の

者

は

往

生
を

得

る
こ

と
が

で

き
な

い

と

述

べ
て

い

る
。『

観
無

量

寿
経

』
で

は

、
五
逆

罪

だ
け

を

犯
し

た

者
の

往

生
に

つ

い
て

し
か
説

か

れ
て
い

な
い

た

め
、
謗

法

罪
に

つ
い

て

は

往
生

で

き
な

い

と
考

え

る
こ

と

が
で

き

る
。 

そ

し

て
、
次

の
第

三

問
答

で

は
、

五

逆
罪

は

犯
し

て

お
ら

ず

、
謗

法

罪
だ

け

犯
し

た
者
は

往

生
で
き

る
の
か

と
い

う

問
い
に
対
し
、 

 
 

答

 

ヘ
テ

曰

 

ク

、

但

 

タ
ダ

令

誹
二

謗

 

シ
テ

正

法

 

ヲ

一

、

雖

 

モ

三

更

 

ニ

无

 

シ
ト

二

餘

 

ノ

罪
一

、
必

 

ズ

不
レ

得
レ

生

 
 

 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

。

何

 

ヲ

以

 

テ

言

 
 
 
 

フ
ト
ナ
ラ
バ

、

之

 

ヲ

、
『

經

 

ニ

』

言

 

ク

「

五
逆

 

ノ

罪

人

、

堕

 

シ
テ

二

阿

鼻

大
地
獄

 

ノ

中

 

二

一

具

 

ニ

受

 

ク

二

一

劫

 

ノ

重
罪

 

ヲ

一

。
誹
二

謗

 

ス
ル

正

法

 

ヲ

一

人

 

ハ

堕

 

シ
テ

二

阿

鼻

大

地
獄

 

ノ

中

 

ニ

一

、
此

 

ノ

劫

若

 

シ

盡

 
 
 

キ
ヌ
レ
バ

復

轉

 

ジ
テ

至

 

ル

二

他
方

 

ノ

阿
鼻
大
地
獄

 

ノ

中

 

ニ

一

。

如

 

ク

レ

是

 

ク
ノ

展

轉

 

シ
テ

逕

 

ト

二

百

千

 

ノ

阿

鼻

大

地

獄

 

ヲ

一

。
」

佛

不
レ

記

 
 

 

シ
タ
マ
ハ

二

得

 

ル

レ

出

 
 

 
 

ヅ
ル
コ
ト
ヲ

時

節
 

ヲ

一

。

以

 

テ
ノ

二

誹

謗

正

法

 

ノ

罪

極

 

テ

重

 

キ
ヲ

一

故

 

ナ
リ

。

又

正

法
者

卽

 

チ

是

コピー厳禁
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佛

法

 

ナ
リ

。
此
愚
癡

 

ノ

人
既

 

二

生

 

ズ

二

誹

謗

 

ヲ

一

。

安

 
 

ク
ン
ゾ

有

 
 

ラ
ム
ヤ

下

願

 

ズ
ル

レ

生

 
 

ゼ
ム
ト

二

佛

土

 

ニ

一

之

理
上

。

假

 
 

タ
ト
ヒ

使

但

貪

 

リ
テ

二

彼

 

ノ

土

 

ノ

安
樂

 

ヲ

一

而

願

 

ズ
ル

レ

生

 
 

ゼ
ム
ト

者
、
亦
如

 

シ

レ

求

 
 

ム
ル
ガ

二

非
 

ザ
ル

レ

水

 

ニ

之

冰
、
无

 

キ

レ

煙

之

火

 

ヲ

一

。
豈

 

ニ

有

 
 

ラ
ム
ヤ

レ

得

 
 

ル
コ
ト

レ

理

 

ヲ

。
７

 

こ

の

よ

う
に

答
え

て

い
る

。

つ

ま
り

、
謗

法

罪
を

犯

し

て
他

の
罪

が

一
つ

も

な
い

と
し
て

も

往
生

は

で
き

な

い
と

曇
鸞
は

述
べ
て
い
る

の

で

あ
る
。
そ

の
理

由
と

し

て

、『
大

品
般

若
経

』
に

五
逆

罪

の
人

は
一

劫

の
間

無

間
地

獄

の
中

に

堕
ち

る

が
、
謗

法
罪
の

者
は
永

遠
に

無

間

地

獄
に

堕
ち

る

と
説

か

れ

て
い

る
こ

と

と
、

謗

法

罪
は

仏
法

を

謗
る

こ

と
で

あ
る
か
ら

、
そ

の

よ
う

な

人
は

浄
土
に

生
ま
れ
た
い

と

願

う
は

ず

は
な

い

こ
と
が

挙
げ

ら

れ
て

い

る
。
そ

し

て

、
最

後

に
「

假

 
 

タ
ト
ヒ

使

但

貪

 

リ
テ

二

彼

 

ノ

土

 

ノ

安あ

ん

樂

 

ヲ

一

而

願

 

ズ
ル

レ

生

 
 

ゼ
ム
ト

者

」
と

あ
り
、
浄
土
の

こ

と

を
聞

き

、
欲

望

を
満

た

す
た

め

に
往

生

し
よ

う

と
し

て

も
往

生

で
き

な

い
と

説
い
て
お

り
、

相

馬
一

意

氏
は

、 

 
 

「

水
に

非
ざ

る

水
」
「

煙

無
き

火

」
と

い

う
も

の

で
あ

る

が
、
こ

れ
は

あ

り
得

な

い
も

の

を
さ

す
。
何
が

あ
り

得

な
い

も
の
で
あ
る

か

と

い
え

ば

正
法

を

誹
謗

す

る
も

の

が
浄

土

に
生

ま

れ
る

こ

と
で

あ

る
。
こ

れ
は

い
く
ら

求

め
て
も

決
し

て

得
ら

れ

は
し
な
い
。
８ 

と

述

べ

て
い

る
。

つ

ま
り

、

謗

法
罪

の
者

が

浄
土

に

往

生
す

る
こ

と

は
あ

り

得
な

い

と
し

て

い
る

。

謗
法

罪

の
者

は

、
仏

法

を
謗
っ
て

い

る

の

で
、

そ
の

教

え
を

信

じ

る
は

ず
は

な

く
、

ま

し

て
、

浄
土

に

生
ま

れ

た
い

と
願
う

こ

と
は
無

い
と

い

う
こ

と

が
で

き

る
の
で
あ

る

。
第

三
問

答
を

見

る
限

り

、

謗
法

罪
の

者

は
浄

土

に

生
ま

れ
た

い

と
願

生

す
る

は

ず
が

な

い
の

で
相
馬

氏
の
い

う

よ
う
に

謗
法
罪
の

者

は

往
生

で

き
な

い

と
い

う

こ
と

が

で
き

る

の
で

は

な
い

だ

ろ
う

か

。 

 

そ

し
て

、
第
四

問

答
で

は

、
正

法

を
誹

謗

す
る

と

は
ど

の

よ
う

な

こ
と

を

い
う

の

か
と
い

う
問

い

に
対

し

、
曇

鸞
は
、「

答

 

ヘ
テ

曰

 

ク

、
若

 

シ

言

 

ハ
ム

下

无

 

ク

レ

佛

无

 

シ

二

佛

 

ノ

法
一

、
无

 

ク

二

菩

薩
一

无

 

シ
ト

中

菩

薩

 

ノ

法
上

。
如キ

レ

是

 

ク
ノ

等

 

ノ

見

、
若

 

シ
ハ

心

 

二

自
 

ラ

解
 

シ

、
若

 

シ
ハ

從

 

ヒ
テ

レ

他

 

ニ

受

 

ケ

、
其

 

ノ

心

決

定

 
 

ス
ル
ヲ

皆

名

 

ク

三

誹
二

謗

 

ス
ト

正
法

 

ヲ

一

。」
９

と

、
答

え
て

お
り

、

仏
、

仏

法

、
菩

薩
、

菩

薩
の

法

が

な
い

と
考

え

て
い

る

状
態

、

ま
た
、

自
分

で

勝
手

に

仏
、

仏

法
、

菩

薩
、
菩
薩

コピー厳禁
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の

法

が

な
い

と
考

え

た
り

、

他

人
に

教
え

ら

れ
て

そ

の

よ
う

に
考

え

て
い

る

す
べ

て

の
も
の

を
正

法

を
誹

謗

す
る

と

曇
鸞

は

解
釈
し
た

の

で

あ
る
。
石
田
慶

和
氏

は

、「
今

の

こ
と

ば
で

言

え
ば

ニ

ヒ
リ

ズ

ム
、
気

分

的
な

も
の

で
は
な

く

て

、
思
想
的

に
一
切

の

価
値
、
と
く

に

宗

教

的
な

価
値

を

否
定

す

る

立
場

で
す

。

現
代

の

大

き
な

問
題

で

あ
る

ニ

ヒ
リ

ズ
ム
が

言

わ
れ
て

い
る

と

言
っ

て

よ
い

わ

け
で

す
。
」

１

０

と

述

べ
て
い

る
。
つ
ま
り

、
曇
鸞

の

中
で

謗
法
は

、
法
を

謗

る
こ

と
だ
け

で

な
く

、
仏
、
菩
薩
が

存

在
せ

ず

、
仏

法
が
な

い
と
考

え

て

い

る
状

態

や
、
仏

法
を

否

定
す

る

こ
と

も

含
ま

れ

る
の

で

あ
る

。 

こ

の

よ

う
に

、
曇

鸞

は
仏

法

を

直
接
謗
っ

て

い
な

い
衆

生
の

中
に

も

謗
法

罪

の

者
が

い
る
と

考
え

て

い

た
と

い
う

こ
と
が

で
き
る
。

謗

法

罪
に
関

し
て
、

仏
法

を

謗

る
こ

と
だ

け

で
な

く

、
仏
、

菩
薩

が

存
在

せ

ず
、

仏

法
が

な
い
と

考

え
て

い

る
状

態

や
、

仏

法
を
否
定

す

る
こ
と

も

謗
法

罪

に
な

る

と
し

た

の
は

曇

鸞
の

独

自
の

解

釈
と

言

え
る

。 

 

第

二

節 

第

一
問

答

か
ら

第

四
問

答

ま
で

と

第
五
問

答
の

比

較 

次

に

問

題
と

な
る

第

五
問

答

を

見
て

い
く

と

、
他

の

人

に
何

の
苦

し

み
を

与

え

る
か

ら
謗

法

罪
は

五

逆

罪
よ
り
罪

が
重
い

の
か
と
い

う

問

い
に

対

し
、 

 

答

 

ヘ
テ

曰

 

ク

、
若

 

シ

无

 

ク
ハ

下

諸

佛
・
菩
薩

 

ノ

説

 

キ
テ

二

世

間
・
出

世
間

 

ノ

善
道

 

ヲ

一

教
二

化
 

ス
ル

衆
生

 

ヲ

一

者
上

、
豈

 

ニ

知

 

ラ
ム

レ

有

 
 
 

ル
コ
ト
ヲ

二

仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
一

耶
。
如

 

キ

レ

是

 

ク
ノ

世

間

 

ノ

一
切

 

ノ

善

法

皆
斷

 

ジ

、

出

世
間

 

ノ

一

切

 

ノ

賢

聖

皆

滅

 
 

シ
ナ
ム

。

汝

但

知

 

リ
テ

二

五

逆
罪

 

ヲ

為

 
 

 

ル
コ
ト
ヲ

一

レ

重

而

不
レ

知

 

ラ

下

五

逆
罪

 

ノ

從

 

リ

レ

无

 

キ

二

正

法
一

 

生

 
 
 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

上

。

是

 

ノ

故

 

ニ

謗

 

ズ
ル

二

正

法

 

ヲ

一

人
、
其

 

ノ

罪

最

 

モ

重

 

シ

。
１

１

 

こ

の

よ
う

に
答
え
、
曇
鸞

は
諸
仏

、
菩

薩

が
仏
法

を

説
い

て

衆
生

を

教
化

し

な
け

れ

ば
、
仁
義
礼

智

信
１

２

と

い

う
世

間
の
道

が
あ
る

こ

コピー厳禁
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と

を

知

る
こ

と
が

で

き
な

い
と

述
べ

て
お

り

、
ま

た

、

五
逆

罪
は

正

法
が

無

い
こ

と

に
よ

っ

て
生

じ
る
の

で

、
謗

法

罪
は

五

逆
罪
よ
り

罪

が

重
い

と
答
え
て

い
る

。
こ
こ

で
、
第
一

問
答

か

ら
第

四

問
答

と

第
五

問

答
を

比

較
し

て

み
る
と

、
第
一
問

答
か
ら
第

四

問
答

で

は
、

『

無

量
寿

経

』
と
『

観
無
量

寿

経

』
の
比

較
な

ど
か

ら

五
逆

罪

の
者

は

往
生

で

き
る

が

謗
法

罪

の
者

は
往
生

で
き
な

い

と
述
べ

て
お

り
、

第

五
問

答
で

は
五

逆

罪
は

正
法

が
無

い
こ

と

に
よ

っ

て

生
じ

る
と

述

べ
て

い

る
。

五

逆
罪

が

、
正

法

が
な

い

状
態

、

つ
ま

り

、
謗
法
罪

か

ら

生

じ
る
と
解

釈

で
き

る

た

め
、

五
逆

罪

も
往

生

で

き
な

い
と

い

う
こ

と

に
な

り
、
第

五

問
答

と

前
の

四

つ
の

問
答
と

の
矛
盾
が
生

じ

て

い

る
よ

う
に

考

え
ら

れ

る

。
五

逆
罪

の

者
が

皆

謗

法
罪

を
犯

し

て
い

る

と
考

え

る
と

、

五
逆

罪
だ
け

を
犯
す

と

い
う
の

は
論
理
的

に

不

可
能

と

い
う

こ

と
が

で

き
る

。 

曇

鸞

は

ど
の

よ
う

な

意
図

で

こ

れ
を

述
べ

た

の
だ

ろ

う

か
。
曇
鸞

は

、
第

五
問

答
で

、
五

逆
罪
は

仏
法

が
な

い
か
ら

生
じ

る
と
説
い

て

い

る
。

し

か
し

、
筆
者

は
五
逆

罪

の
者

が

皆
謗

法

罪
を

犯

し
て

い

る
と

は

言
え

な
い
の
で

は
な

い

か
と

考

え
る

。

桐
渓

順

忍
氏

は 

五

逆

一

罪
な

ら
救

わ

れ
る

と

い

う
が

、
五

逆

は
謗

法

を

本
に

し
て

行

わ
れ

る

も

の
な

ら
、

謗

法
の

な
い

五
逆
の
存

在

は
考
え
ら
れ

な

い

の

で
は

な
い

か

。
そ

こ

に

、
五

逆
は

謗

法
を

も

と

に
は

し
て

い

る
が

、

謗

法
の

な
い

五

逆
が

考
え

ら
れ
ね
ば

な

ら
な
い
の
で

は

な

い
で

し

ょ
う

か
。
１

３ 

と

述

べ

て
い

る
。

桐

渓
順

忍

氏

が
言

う
よ

う

に
、

謗

法

罪
を

犯
し

て

な
い

者

で
も

、

五
逆

罪
を
犯

し

て
し
ま

う
可
能

性
は

あ

る
の
で
は

な

い

か

と
筆

者
も
考

え
る

。
第

五
問

答
で

五

逆
罪

は

正
法
が

な
い

か

ら
生

じ

る
、

つ

ま
り

、
謗
法

罪

か
ら
生

じ
る

と

し
た

の

は
謗
法
罪

が

五

逆

罪
よ

り
罪

が

重
た

い

こ

と
を

示
す

た

め
で

あ

り

、
五

逆
罪

が

謗
法

罪

よ
り

生

じ
る

の
で
あ

れ

ば
、
五

逆
罪
も

謗
法

罪

と
し
て
示

す

べ

き

で
あ
る
が
、

五
逆

罪

と

謗
法

罪
を

分

け
て
説

い

て
い

る
と

い

う
こ

と
、
第

五
問
答
で

直
接

五

逆
罪

も

往
生

で
き
な

い
と
は
説
い

コピー厳禁
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て

い

な

い
こ

と
か

ら
、
五

逆

罪

と
謗

法
罪

は

一
緒

に

考

え
る

の
で

は

な
く

、

別
々

に
考
え

る

べ
き
で

あ
る

。

謗
法

罪

の
重

さ

を
示
す
た

め

に

説
い
た

と
考

え

る
と

第

一
問

答
か
ら

第

四
問

答

と
第

五
問
答

は

矛
盾

し

て
い

な

い
と

い
う
こ

と

が
で
き

る
。 

ま

た

、

第
四
問
答

で

曇
鸞

は

謗

法
罪

を
、

仏

法
を

謗

る

こ
と

、
仏

、
菩
薩

や

、

そ
の

法
が

無
い
と

考
え

る
こ

と
、

仏
法
を

否
定
す
る

こ

と
と

解
釈

し
た

が

、
森

村
森

鳳
氏

に
よ

る

と
「

無

法

と
は

無
明

、

愚
痴

の

別
名

で

あ
る

。

そ
れ

は
、
三

毒
に
と

ら

わ
れ
る

人
間
存
在

の

本

質
で

あ

る
」
１

４

と

言
い

換

え
ら

れ
、
こ

れ
に
従

う

と
、
曇
鸞

は

罪
の
意

識

が
な
い

私
た

ち

凡
夫

こ

そ
謗

法
罪
の

者
で
あ

る

と
考
え

て

い

た

の
で

は
な

い

か
と

考

え

る
こ

と
も

で

き
る
が

、

そ
れ

に
つ

い

て
は

述

べ
て

い

な
い

の
で
、

明

ら
か

で

は
な

い

。
こ

の

よ
う
に
、

八

番

問
答
の

第
一

問

答
か

ら

第
五

問

答
の

文

か
ら
は

、
曇

鸞

は
謗

法

罪
に

つ

い
て

は
救
わ

れ

な
い
と

考
え

て

い
た

と

思
わ

れ

る
。 

し

か

し
、
曇

鸞
は

謗

法
罪

に

対
し

て

『
往

生

論
註

』

下
巻

の

口
業

功

徳
成

就

文
に
、 

衆

生

 

ハ

以

 

テ
ノ

二

憍

慢

 

ヲ

一

故

 

ニ

、
誹
二

謗

 

シ

正
法

 

ヲ

一

、
毀
二

呰

 

シ

賢
聖

 

ヲ

一

、
捐
二

痺

 

ス

尊

長

 

ヲ

一

。
如

 

キ

レ

是

 

ク
ノ

之
人

、
應

 

シ

レ

受

 

ク

二

拔

舌

 

ノ

苦
・
瘖
瘂

 

ノ

苦
・
言
教
不
行

 

ノ

苦
・

无

名

聞

 

ノ

苦

 

ヲ

一

。

如

 

キ

レ

是

 

ク
ノ

等

 

ノ

種

種

 

ノ

諸

苦

 

ノ

衆

生
、

聞
 

ケ
バ

二

阿

彌

陀

如

來

 

ノ

至
徳

 

ノ

名

號
説

法

 

ノ

音

聲

 

ヲ

一

、

如

 

キ

レ

上

 

ノ

種

種

 

ノ

口

業

 

ノ

繋

縛
、

皆
得

 

テ

二

解
脱

 

ヲ

一

、

入

 

リ
テ

二

如

來

 

ノ

家

 

ニ

一

畢

竟

 

ジ
テ

得
二

平
等

 

ノ

口

業

 

ヲ

一

。
１

５

 

と

述

べ

て
お

り
、

仏

法
を

謗

っ

た
と

し
て

も

、
阿

弥

陀

仏
の

名
号

を

聞
け

ば

皆
解

脱
で
き

る

と
説
か

れ
て

い

る
。

つ

ま
り

、

謗
法
罪
の

者

で

も

往
生

で
き

る

と
説

い
て

い
る

の
で

あ

る
。

謗

法

罪
の

者
で

も

往
生

で

き
る

と

い
う

の

は
、

第
一
問

答

か
ら

第

五
問

答

で
謗
法
罪

の

者

は

往
生

で
き

な

い
と

説

い

て
い

る
こ

と

と
矛

盾

し

て
い

る
。

ま

た
、

第

三
問

答

に
謗

法

罪
の

者
は
浄

土
に
生

ま

れ
た
い

と
願
う
は

ず

が

な
い

と

説
い
て

お
り

、
内
藤

知
康

氏

も

、「
仏

法

否
定

の

者
に

願

生
心

が

あ
る

は

ず
が

な
く
、
願

生
心

の
無
い

者
が
往

生

で
き

る
は

ず

が

な

い

と

い

う

の

は
、

当

然

の

結

論

で

あ

ろ
う

。
」
１

６

と

、
仏

法

を

否
定

す

る

者

に

願

生

心

は
無

い

の
で

往

生
で

き

な
い

と
述

べ

て

コピー厳禁
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い

る

。
こ
の

こ
と

か

ら
、
謗

法

罪
の

者
は

願

生
心

が

無

く
、

阿
弥

陀

仏
の

名

号
を

聞
い
た
と

し
て

も

往
生

は

で
き

な

い
と

考

え
る
の
が

妥

当

で
あ

る
。 

 

 

し

か

し
、
『

往
生

論
註

』

下

巻
の

観
察

体

相
章

に

、
『
観

無

量
寿

経
』

に

説
か

れ

て
い
る

よ
う

に

、
下

下
品
の

凡
夫
は

十

念
の
念
仏
に

よ

っ

て
往

生

を
得

る

こ
と

が

で
き

る

と
あ

る

が
、
こ

の

よ
う

な
者

は

無
生

の

生
１

７

を

知

ら
な

い
か
ら

実

消
実

滅

の
執

着
や
往

生
し
て
も

生

死

の
迷

い

を
さ

ま

よ
う

と

い
っ

た

二
つ

の

疑
い
に

と
ら

わ

れ
て

往

生
で

き

な
い

の

で
は

な
い
か

と

い
う
問

い
に
対

し
、「
答

 

フ

。
譬

 

ヘ
バ

如

 

シ

下

浄

摩

尼
殊

 

ヲ

置

 

ケ
バ

二

之

 

ヲ

濁

水

 

ニ

一

水
即

 

チ

淸

浄

 
 

ナ
ル
ガ

上

。
若

 

シ

人

雖

 

モ

レ

有

 

リ
ト

二

无

量

生
死

 

ノ

罪
濁

 

ニ

一

、
聞

 

キ
テ

二

彼

 

ノ

阿

彌
陀
如
來

 

ノ

至

極

无
生

淸
浄
寶
珠

 

ノ

名
號

 

ヲ

一

投

 
 

グ
レ
バ

二

之

 

ヲ

濁  

心

 

ニ

一

、
念

念

之

中

 

ニ

罪

滅

 

シ
テ

心

浄

 

マ
リ

、

即
 

チ

得
二

往

生

 

ヲ

一

」
１

８

と

答

え

、

摩

尼

宝

珠

を

濁

っ
た

水
の

中
に

お

け

ば

、

摩

尼
宝

珠

の
力

で
水

が

清

ら

か

に

な
る

よ
う

に

、
も

し

凡

夫
が

長
い

間

迷
わ

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
罪

を

造
っ

た

と
し

て

も
、

阿
弥
陀

仏
の
名

号

を
聞
い

て
、
濁
っ

た

心

の

中
に

い
た

だ

け
ば

、

罪

が
滅

せ
ら

れ

て
、

清

浄

の
徳

を
得

て

、
往

生

が
得

ら
れ
る

と

説
い
て

い
る

。

謗
法

罪

の
者

で

も
阿
弥
陀

仏

の

名

号
を

聞
く

こ

と
で

罪

が

滅
せ

ら
れ

往

生
を

得

る

こ
と

が
で

き

る
と

い

う
こ

と
に
な

る

。
こ
の

文
に

も

八
番

問

答
の

第

一
問
答
か

ら

第

五
問

答

と
の

矛

盾
が

み

ら
れ

る

。
そ

し

て
、

こ

の
後

に

、 

又

是

摩

尼
珠

 

ヲ

以

 

テ

二

玄

黄

 

ノ

幣

 

キ
ヌ
ヲ

一

裹

 

ツ
ツ
ミ
テ

、

投

 
 

グ
レ
バ

二

之

 

ヲ

於
水

 

ニ

一

、

水
即

 

チ

玄

黄

 
 

ニ
シ
テ

一

 

ラ

如

 
 

ク
ナ
リ

二

物

 

ノ

色

 

ノ

一

。
彼

 

ノ

淸

浄
佛
土

 

ニ

有

 

ス

二

阿

彌

陀
如

來
无
上

 

ノ

寶
珠

一

。
以

 

テ

二

无
量

 

ノ

莊

嚴

功

徳
成
就

 

ノ

帛

 

ヲ

一

裹

 

ツ
ツ
ミ
テ

投

 
 

グ
レ
バ

下

之

 

ヲ

於

所

 

ノ

二

往

生
 

ス
ル

一

者

 

ノ

心

水

 

ニ

上

、
豈

 

ニ

不

 

ラ
ム

レ

能

 

ハ

下

轉

 

ジ
テ

二

生

見

 

ヲ

一

爲

 
 

ス
コ
ト

中

无
生

 

ノ

智

 

ト

上

乎
。
又
如

 

シ

二

冰

 

ノ

上

 

ニ

燃

 

ク
ニ

レ

火

 

ヲ

、
火

猛

 
 

ケ
レ
バ

則

 

チ

冰
解

 

ク

、
冰

解

 
 

ケ
レ
バ

則

 

チ

火

滅

 
 

ス
ル
ガ

一

。
彼

 

ノ

下
品

 

ノ

人

、
雖

 

モ

レ

不

 

ト

レ

知

 

ラ

二

法

性
无
生

 

ヲ

一

、
但

以

 

テ

下

稱

 

ス
ル

二

佛
名

 

ヲ

一

力

 

ヲ

上

作

 

シ
テ

二

往
生

 

ノ

意

 

ヲ

一

願
ズ
ル
ニ

レ

生

 
 

ゼ
ム
ト

二

彼

 

ノ

土

 

ニ

一

、

彼

 

ノ

土

 

ハ

是

无
生

 

ノ

界

 
 

ナ
レ
バ

、

見
生
之

火

、
自
然

 

二

而

滅
 

 
 

ス
ル
ナ
リ

。
１

９

 

こ

の

よ
う

に

譬
え

ら

れ
て

お

り

、
清

浄

な
摩

尼
宝

珠

を
黒

や

黄
の

絹

に
包

ん

で
水

の

中
に

入
れ
る

と

水
が
絹

と
同
じ

色
に

な

る
よ

う
に
、

コピー厳禁
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阿

弥

陀

仏
の

浄
土

に

は
、

阿

弥

陀
仏

の
無

上

功
徳

の

宝

が
あ

り
、

そ

れ
を

色

々
な

荘
厳
功

徳

と
い
う

絹
で

包

ん
で

、

往
生

し

た
者
の
心

の

中

に

入
れ

た
ら

実

消
実

滅

の

執
着

が
消

え

、
無

生

の

智
慧

を
得

る

こ
と

が

で
き

る
。
そ

し

て
、
氷

の
上

で

火
を

燃

や
す

と

火
が
強
け

れ

ば

い

ず
れ

氷
が

解

け
火

も

消

え
て

し
ま

う

よ
う

に

、

下
下

品
の

凡

夫
は

無

生
の

生

を
知

ら
な
い

が

、
阿
弥

陀
仏
の

名
号

を

称
え
て
阿

弥

陀

仏

の
浄
土
に

生

ま
れ

た

い

と
願

う
な

ら

、
凡

夫

の

煩
悩

の
火

は

自
然

に

消
え

る

と
述

べ

て
い

る

。
阿

弥

陀
仏

の
名
号

を
聞
き
、
阿

弥

陀

仏

の
浄

土
に

生

ま
れ

た

い

と
願

え
ば

、

煩
悩

が

消

え
、

阿
弥

陀

仏
の

浄

土
に

往
生
で

き

る
と
示

し
て

い

る
が

、

先
に

も

述
べ
た
よ

う

に
、

八
番

問
答

の

第
三
問

答

で
は

、
謗

法

罪
の

者

は

、
仏

法
を

謗

っ
て

い

る
の

で

浄
土
に

往
生

し

た
い

と

願
う

は
ず
が

な
い
と
説
い

て

い

る
た

め
、
謗

法
罪
の

者

に
願

生

心
は

無

い
が

、
も

し
、
阿

弥
陀

仏
の

名

号
を

聞

き
信

じ
、
願

生

す
る
な

ら
ば

救

わ
れ

る

の
で

あ
る
。 

坂

井
嘉
城

氏

は
、 

 
 

自

然
の

う
ち

に

名
号

を

聞

信
し

て
十

念

念
仏

す

る

と
こ

ろ
に

往

生
す

る

と
云

う

の
で

一

切
の

凡
夫
は

即
ち
こ

れ

謗
法
罪

の
持
主
で

あ

り

、

又
は

そ
れ

に

近
き

極

重

罪
た

る
こ

と

を
示

す

も

の
で

十
念

と

は
信

の

形

態
が

相
続

す

る
状

態
で

そ
れ
は
信

の

一
念
に
よ
る

と

思

う
の

で

あ
る

。
２

０ 

と

述

べ
て
お

り
、

曇

鸞
の

場

合

、
往

生
の

因

は
五

念

門

の
特

に
讃

嘆

門
、

つ

ま
り

、

十
念
念

仏
で

あ

り
、

坂

井
嘉

城

氏
は

、

凡
夫
は
謗

法

罪

を

犯
し

て
い

る

存
在
、

ま

た
は

、
そ

れ

に
近

い

存

在
で

あ
る

と

し
て

い

る
。

曇

鸞
が

一
切
の

凡

夫
は
皆

謗
法
罪

を
犯

し

て
い
る
と

考

え

て
い

た

と
す

る

と
、『

往
生

論

註
』
の
下

巻
で

謗

法
罪

の

者
の

往

生
を

説

く
の

は

当
た

り
前
の

よ

う
に
考

え
ら
れ

る
が

、
先
に
も
述

べ

よ

う

に
、
そ
の

よ

う
な

記

述

が
な

い
た

め

そ
の

点

に

関
し

て
は

明

ら
か

で

は
な

い
。
曇
鸞

は
謗

法

罪
を

一

切
の

凡
夫
が

犯
し
て
い
る

罪

で

あ
る

と

思
っ

て

い
た

の

か
ど

う

か
疑

問

の
残

る

と
こ

ろ

で
あ

る

。
ま

た

、
こ

の

八
番

問

答
の

矛
盾
に

対
し
て

普

賢
保
之

氏
は
、 

コピー厳禁
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そ

れ

は
ま

ず
謗

法

罪
の

重

い

こ
と

を
記

し

て
（

抑

止

）
仏

法
を

信

ぜ
し

め

ん

（
誘
引
）

と

す
る

思

い

に
依
る
の

で
あ
ろ

う
。
し
か

し

已

に

謗
法

罪
を

過

去
に

造

っ

た
こ

と
が

あ

る
者

に

対

し
て

も
、

五

逆
罪

が

救

い
に

お
い

て

問
題

と
な

ら
な
い
の

と

同
様
、
過
去

の

行

為

が
問

題
な

の

で
は

な

く

、
今

謗
法

の

心
を

翻

し

回
心

さ
え

す

れ
ば

、

救

わ
れ

る
（

摂

取
）

と
い

う
仏
の
大

悲

を
し
め
さ
ん

と

し

た
も

の

と
し

て

受
け

取

る
こ

と

が
出

来

る
の

で

は
な

い

だ
ろ

う

か
。
２

１ 

と

述

べ

て
い

る
。

こ

の
よ

う

に

理
解

す
る

と

矛
盾

が

生

じ
な

い
よ

う

に
思

わ

れ
る

が
、
第

三

問
答
で

述
べ

た

よ
う

に

願
生

心

の
無
い
謗

法

罪

の
者

が

回
心

で

き
る

の

か
ど

う

か
と

い

っ
た

問

題
が

残

る
の

で

あ
る

。 

曇

鸞

は
、
謗

法
の

罪

の
重

さ

を

示
す

た
め

に

八
番

問

答

を
説

い
た

と
考
え

る

と

、
謗

法
の

罪
の
重

さ
を

示
す

こ
と
で

そ
れ
以
上
罪
を

重

ね

な
い

よ

う
に

抑

止
す

る

と
と

も

に

、『

往
生
論

註

』
下

巻
の

口

業
功
徳

成

就
文

で

謗
法

罪
の
者

の

往
生
を

説
く
こ

と
で

、
本
来

で
あ

れ

ば

往

生
で
き
な

い

謗
法
罪
の

者
が

阿
弥

陀

仏
の

本

願

力
に

よ
り

往

生
で

き

る
こ

と

を
示

し

た
と

い

う
こ

と

が
で

き

る
が

、

曇
鸞
自
身

の

解

釈
に

つ

い
て

は

不
明

な

点
が

多

い
こ

と

か
ら

真

意
は

明

ら
か

で

は
な

い

。 

八
番

問

答
と

口
業

功

徳
成

就

文

で
は

矛
盾

が

生
じ

て

い

る
よ

う
に

し

か
見

え

な

い
た
め
、

曇
鸞
の

真
意

に
つ

い
て
は

解
釈
が
分
か
れ

る

と

思

わ
れ

る
が

、
先
に

述

べ

た
よ

う
に
、

曇
鸞

は

、
八
番

問
答

を

、
こ

れ

以
上

罪

を
重

ね

な
い

よ
う
に

、
謗
法

罪

の
重

さ

を
示
し
、

そ

れ
を
抑

止

す
る

た

め
に

説

い
て

、『
往

生

論
註
』
下

巻
の

口
業

功

徳
成
就

文

で
謗

法

罪
の
往

生
を

示

す
こ

と

で
、
阿
弥
陀

仏

の
本

願
力

に

よ
れ

ば
、

本
来

救

わ
れ

る
は

ず
の

な
い

者

で
も

も

ら

さ
ず

救
う

と

い
う

こ

と
を

示

し
た

か

っ
た

の
で
は

な
い
だ

ろ

う
か

。

そ
し
て
、

逆

謗

の

者
が

救
わ

れ

る
か

ど

う

か
を

決
め

る

の
は

、

阿

弥
陀

仏
の

教

え
を

信

じ
、

願
生
し

て

い
る
か

ど
う

か

と
い

う

こ
と

が

で
き
る
の

で

は

な

い
だ

ろ
う

か

。
曇

鸞

は

、
八

番
問

答

で
は

、

謗

法
罪

の
者

は

救
わ

れ

な
い

と

し
て

い

る
が

、

最
終

的

に
、

阿

弥
陀

仏

の
本
願
力

コピー厳禁
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に

よ

っ
て
救

わ
れ

る

こ
と

を

示
し

た

の
で

は

な
い

か

と
考

え

る
。 

  

第

二

章 

善

導

の
逆

謗
摂

取

観
に

つ

い
て 

第

一

節
『

観

経
疏

』
に
つ

い

て 

 

善

導

は

、
第

十
八

願
の
唯

除
の

文

に
つ

い

て
、
五

逆
罪

と

謗
法

罪
を
犯

さ

な
い

た

め
、
つ
ま
り

、
抑
止

す

る
た

め
に
説

か
れ
た

と
解

釈

し
た
。

善

導
は
「

散
善

義

」
に

、 

問

 

ヒ
テ

曰

 

ク

、

如

 

キ
ハ

二

四

十

八
願

 

ノ

中

 

ノ

一

、

唯

除
 

キ
テ

二

五

逆

 

ト

誹

謗

正

法

 

ト
ヲ

一

、

不
レ

得

 

シ
メ

二

往
生

 

ヲ

一

。
今
此

 

ノ

『

觀
經

 

ノ

』

下
品

下
生

 

ノ

中

 

ニ
ハ

、

簡

 

ビ
テ

二

謗
法

 

ヲ

一

攝
二

五 

逆

 

ト

一

者

、
有

 

ル

二

何

 

ノ

意

 

カ

一

也

。

答

 

ヘ
テ

曰

 

ク

、

此
 

ノ

義

仰

 

ギ
テ

就

 

キ
テ

二

抑

止
門

 

ノ

中

 

ニ

一

解

 

セ
ム

。
如

 

キ

二

四

十

八
願

 

ノ

中

 

ノ

一

、

除

 
 

ク
コ
ト

二

謗
法

 

ト

五

逆

 

ト
ヲ

一

者
、

然

 

ル
ニ

此
之
二
業
其

 

ノ

障

極

重

 

ナ
リ

。

衆

生
若

 

シ

造

 

レ
バ

直

 

ニ

入

 

リ

二

阿

鼻

 

ニ

一

、

歷

劫

周

慞

 

シ
テ

無

 

シ

レ

由
レ

可

 

キ
ニ

レ

出

 

ヅ

。

但

如
來

恐

 

レ
テ

三

其

 

レ

造

 
 

 

ル
コ
ト
ヲ

二

斯

 

ノ

二

 

ノ

過

 

ヲ

一

、

方

便

 

シ
テ

止

 

メ
テ

言

 

ヘ
リ

レ

不

 

ト

レ

得
二

往

生

 

ヲ

一

。

亦
不

 

ズ

二

是

不

 
 

ル
ニ
ハ

一

レ

攝

 

セ

也
。
２

２ 

と

説

い
て

お

り
、
第

十
八

願

の
中

に

五
逆

罪

と
謗

法

罪
の

者

を
除

く

と
示

し

た
の

は

、
こ
の

二
つ

の

罪
が

極

め
て

重

く
、

衆

生
が
こ
の

罪

を

犯
せ

ば
本
来

な

ら
長

い

間
無

間

地
獄

に

お
ち

て

し
ま

う
こ
と

を

明
ら

か

に
し

て

、
抑
止

す
る

た

め
で

あ

り
、

も

し
こ

の

罪
を
犯
し

た

と

し
て

も

阿
弥

陀

仏
に

よ

っ
て

摂

取
さ

れ

、
救

わ

れ
る

と

善
導

は

解
釈

し

た
。 

そ

し

て

、
『

無

量
寿

経
』

に

は
謗

法

罪
と

五

逆
罪

を

除
く

と

説
か

れ

て
い

る

が

、
『

観
無
量

寿
経

』
に
は

、
五
逆

罪

の
者
の

往
生
が
説

か

れ

て
い

る

こ
と

に

対
し

て

、
善

導

は
、 

コピー厳禁
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又

下

品
下
生

 

ノ

中

 

ニ

、

取

 

リ
テ

二

五

逆

 

ヲ

一

除

 

ク

二

謗

法

 

ヲ

一

者
、

其

五
逆

 

ハ

已

 

ニ

作

 

レ
リ

。

不
レ

可

 

カ
ラ

三

捨

 

テ
テ

令

 

ム

二

流

轉

 

セ

一

。

還

 

リ
テ

發

 

シ
テ

二

大
悲

 

ヲ

一

攝

取

 

シ
テ

往

生

 
 

セ
シ
ム

。

然

 

ル
ニ

謗
法

之

罪
 

ハ

未

 

ダ

レ

爲

 
 

ツ
ク
ラ

。
又

止

 

メ
テ

言

 

フ

下

若

 

シ

起

 

サ
バ

二

謗

法

 

ヲ

一

、
即

 

チ

不

 

ト

上

レ

得
レ

生

 
 

 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

。
此

 

ハ

就

 

キ
テ

二

未

造
業

 

二

一

而

解

 

ス

也
。
若

 

シ

造

 

ラ
バ

還

 

リ
テ

攝

 

シ
テ

得

 
 

シ
メ
ム

レ

生

 
 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

。
雖

 

モ

レ

得

 

ト

レ

生
 
 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

レ

彼

 

ニ

、
華

合

 

シ
テ

逕
二

於

多
劫

 

ヲ

一

。
此

等

 

ノ

罪

人
在

 

ル

二

華

 

ノ

内

 

二

一

時
、
有

 

リ

二

三
種

 

ノ

障
一

。
一

者

不
レ

得
レ

見

 
 
 

ル
コ
ト
ヲ

二

佛
及

 

ビ

諸

 

ノ

聖
衆

 

ヲ

一

。
二

 

ニ

者

不
レ

得
三

聴
二

聞

 
 
 

ス
ル
コ
ト
ヲ

正

法

 

ヲ

一

。

三

 

ニ

者

不
レ

得
二

歴

事
供

養

 
 

 

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

。
２

３ 

と

、
こ

の
よ

う
に

、
五
逆

罪

は

已
に

造
っ

て

い
る

か

ら

救
い

、
謗

法

罪
は

ま

だ
造

っ
て
い

な

い
か
ら

抑
止

し

て
、

も

し
造

っ

て
も
救
わ

れ

る

が

、
長

い
間

蓮

華
の

中

に

入
り

、
そ

の

間
仏

や
、

菩
薩

を
見

る

こ
と

が

で
き

ず

、
仏

法
を
聴

聞

で
き

な

い
。

そ

し
て

、

他
の
浄
土

の

仏

、
菩

薩

を
供

養

す
る

こ

と
が

で

き
な

い

と
述

べ
て
い

る

。
こ

れ

に
関

し

て
、
内

藤
知
康

氏
は

、 

す

な

わ
ち

、『

大

経
』
本
願

文

に
お

い

て
は

、
未
だ

五

逆
罪
・
謗

法
罪

を
犯

し

て
い

な

い
も

の
に
対

し

て
抑
止

し
て
不

生
と

示

す
の

で

あ

り

、『
観

経

』
下

下
品

の

文
に

お

い
て

は

、
已

に

五
逆

罪

を
犯

し

た
も

の

は
摂

取
さ
れ

る

の
で
得

生
と

説

く
の

で

あ
る

。
謗
法

罪

に

つ
い

て

は
、

得

生
と

説

か
れ

な

い
の

で

、
や

は

り
不

生

と
い

う

こ
と

に

な
る
が

、
こ

れ

は
抑

止
で
あ

り
、
犯

し

た
な
ら
ば
、

や

は

り
摂

取

し
て

得

生
す

る

の
で

あ

る
と

説

明
さ

れ

る
２

４ 

こ

の

よ

う
に

解
説

し
て
お

り

、

已
に

五
逆

罪

を
犯

し

た

も
の

は
摂

取

さ
れ

る

が
、

謗
法
罪

を

犯
し
て

も
摂

取

し
て

得

生
す

る

こ
と
が
で

き

る

と
理

解

し
た

。
善
導

も

こ
の

よ

う
に
『
無
量

寿

経
』
と
『

観
無

量
寿

経

』
の

違
い

を

解
釈
し

て
い
た

と

筆
者
は

考
え
る

。
つ

ま
り
、

謗

法

罪

と
五

逆
罪

を

除
い

た

の

は
、

そ
の

罪

が
極

め

て

重
い

か
ら

で

あ
り

、

も
し

謗

法
罪
を

犯
せ

ば

長
い

間

蓮
華

の
中
か

ら

出
る
こ
と

が

で

き
な

い

が

、
阿

弥
陀

仏

は

、
そ

の

罪
を

造
る

こ

と
を

恐

れ
て

止

め
る

た

め
に

方

便
と
し

て
救

わ

な
い

と

説
き

、『
観

無
量
寿

経
』
で

五

逆

を

救
う

と
し
た

の
は

、
已

に
造

っ
て

い

る
罪

で

あ

る
た

め
、

救

わ
ず

に

は
い

ら

れ
な

い

か
ら

で
あ
り

、
謗
法

罪

は
ま

だ

造
っ
て
い

コピー厳禁
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な

い

た
め

、

抑
止

し

て
、

も

し
造

っ

た
と

し

て
も

摂

取
す

る

と
説

い

た
の

で

あ
る
。

梯
實
圓

氏
は

、 

『

無

量
寿

経

』
の

本

願
は

、

未
造

業

（
ま

だ

悪
業

を

造
っ

て

な
い

）

の
も

の

に
逆
謗

を
造

ら

せ
な

い
よ
う

に
す
る

た

め
に
抑
止
さ

れ

た

経
説

で

あ
り

、
『
観

無

量
寿

経

』
「
下

下
品

」

は
、

已

造
業

（

す
で

に

悪
業
を

造
っ

て

し
ま

っ

た
）

の
も
の

は
、
速

や

か
に
回

心

さ

せ
て

摂

取
さ

れ

る
こ

と

を
表

し

て
い

る

経
説

で

、
そ

れ

が
二

経

の
違

い

で
す
。

し
か

し

、
悪

業
を
造

ら
せ
な

い

よ
う
に
配
慮

さ

れ

る
こ

と

も
、

造

っ
て

し

ま
っ

た

も
の

は

速
や

か

に
回

心

さ
せ

て

浄
土

に

迎
え

と

っ
て
、

二
度

と

悪
業

を

造
る

こ
と
の

な
い
さ

と

り

の
身

に

し
て

い

か
れ

る

こ
と

も

、
い

ず

れ
も

仏

の
大

悲

心
の

は

た
ら

き

に
ほ
か

な
ら

な

い
と

い
わ
れ

て
い
ま

す

。
２

５ 

と

、

言
及

し

て
い

る

。
つ

ま

り
、

五

逆
は

已

に
犯

し

て
し

ま
っ
て

い

る
罪

で

あ
り
、

そ
の
う

え
そ

の

人
を

迷

い
の

世
界
に

お
い
て
は
お

け

な

い
か

ら
救
う

と

い
い
、
謗
法

罪

は
、

ま

だ
犯

し

て
い

な

い
た

め

、
正

法

を
誹

謗
す
れ

ば

往
生

は

で
き

な

い
と

抑
止
し

て
、
も
し
罪

を

造

っ
て

も

速
や

か

に
回

心

さ
せ

て

救
う

と

述
べ

て

い
る
の

で
あ

る

。
ま

た

梯
實

圓
氏
は
、 

已

造

業
と

は

、
た

ん

に
逆

謗

を
造

っ

た
も

の

と
い

う

だ
け

で

な
く

、

自
ら

作

っ
た
罪

を
罪

と

気
づ

い
て
慚

愧
し
回

心

し
て

い
る
も

の

と

い
う

べ

き
で

し

ょ
う

。

し
た

が

っ
て

、

未
造

業

と
は

、

た
ん

に

「
ま

だ

造
っ

て

い
な
い

」
と

い

う
だ

け

で
な

く
、
悪

を
造
り

な

が

ら
、
悪
を

悪

と
認
め

ず

、
し

た
が

っ

て
回
心

を

し
て

い

な
い

未

回
心

の

も
の

を
指
し

て

い
た
と

い
わ

ね

ば
な

り

ま
せ

ん
。
２

６ 

と

述

べ
て

お

り
、

已

造
業

の

者
と

は

五
逆

罪

を
犯

し

た
が

そ

の
後

慚

愧
し

て

回
心

し
て
い

る

者
の

こ

と
で

あ

る
と

示
し
、

未

造
業
と
は

罪

を

造
っ

て

い
な

い

と
い

う

だ
け

で

な
く

、

造
っ

て

い
て

も

自
覚

し

て
お

ら

ず
、

回
心
し

て

い
な
い

者
で

あ

る
と

述

べ
て

い

る
。
筆
者

も

同

意
見

で

あ
り

、

未
造

業

と
は

造

っ
て

い

な
い

者

だ
け

で

な
く

造

っ
て

い

る
が

気
づ
い

て

い
な
い

者
も

含

ま
れ

る

の
で

は

な
い
か
と

考

え

る
。
つ

ま
り

、
已
造

業

と
は

、

罪
の

自

覚
が

あ

り
回

心

し
て

い

る
者

、

未
造

業

と
は
罪

を
造

っ

て
い

な

い
、

又
は
造

っ
て
い
て
も

コピー厳禁
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自

覚

し
て

お

ら
ず
回

心
し

て

い
な

い

者
の

こ

と
を

指

し
て

い

る
と

い

う
こ

と

が
で

き

る
の

で

は
な

い
だ
ろ

う
か
。 

善

導

の
「

散
善

義
」
に
、
「

從

 

リ
ハ

二

「

下

品

下
生

者
」
一

、
正

 

シ
ク

明

 

ス

三

辯
二

定

 
 

 
 

ス
ル
コ
ト
ヲ

其

 

ノ

位

 

ヲ

一

。
即

 

チ

是
具

 

ニ

造

 

レ
ル

二

五

逆
等

 

ヲ

一

重
罪

 

ノ

凡

夫
人
也
」
２

７

と

あ

り
、
下

品

下
生

と

い
う

の

は
五

逆

罪
等

を

造
っ

て

し
ま

う

凡
夫

の

こ
と

で

あ
る

と
述
べ
て

お
り

、

凡
夫

は

五
逆

罪

等
を

造

っ
て
し
ま

う

存

在
で

あ

る
こ

と

を
示

し

て
い

る

。
廣

瀬

杲
氏

は

、 

 
 

「
具

さ

に
造

る

」
と

い

う
こ

と

は
「

具

足
」

と

い
う

こ

と
で

す

し
、
「

具

足
」

と

い
う
の
は

具

備
満
足

で
す
か

ら
、
「

欠

く
る
と
こ

ろ

な

し

」
と

い
う

こ

と
で

す

。
（
中

略

）
だ

か

ら
、
造

ら

な
い

部
分

も

あ
る

と

い
う
そ

の
部

分

を
、
ど

こ
か
に

保
有

し

て
い

る
と
い

う

わ

け
に

は

い
か

な

い
の

で

す
。
２

８ 

こ

の

よ

う
に
述
べ

て

お
り
、
凡

夫
は

五
逆

罪

等
を

造

る
と
い

う
こ

と

を
具

足

し
て

い

る
と
述

べ
て

い

る
。

つ

ま
り

、

凡
夫

は

皆
五
逆
罪

等

を
造

っ
て

し
ま

っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
考
え

ら

れ

る
。
善
導

は

、
五

逆

罪
等

と

述
べ

て
い
る

こ

と
か
ら

、
凡
夫

は
五

逆

罪
な
ど
を

含

む

様

々
な

罪
を

造

っ
て

い

る

と
思

っ
て

い

た
と

考

え

る
。

善
導

は

こ
の

よ

う
に

考

え
て

い
た
た

め

、
唯
除

の
文
は

抑
止

す

る
た
め
に

説

い

た
と

考

え
て

い

た
の

で

は
な

い

だ
ろ

う

か
。 

そ

し

て
善

導

は
、『
観

無
量

寿

経

』
下
下

品
の

機
の

臨

終
の

様

子
を

説

い
て

い

る
箇

所
を
解

説

し
て
、「
明

 

ス

三

臨

終

 

ニ

遇

 
 

 

フ
コ
ト
ヲ

二

善
知
識

 

ニ

一

。
」

２

９

と

述

べ
、
臨
終

の

時
に
善

知

識
に

遇

う
こ

と

が
で

き

る
と

説

い
て

お

り
、
そ
こ

で

初
め
て

謗
法
罪

を

犯
し

て
い
た

こ
と
の

自

覚
を
す

る

こ

と
が

で

き
、
阿

弥
陀

仏

に
よ

っ

て
回

心

さ
せ

ら

れ
る

と

考
え

た

と
考

え

ら
れ

る
。
ま
た

、
藤

場

俊
基

氏

は
、 

謗

法

は
、

法

に
出

遇

わ
な

け

れ
ば

、

そ
れ

が

罪
で

あ

る
こ

と

に
気

付

く
こ

と

が
で
き

な
い

。

犯
し

て
い
た

と
し
て

も

、
そ
れ
が
罪

で

あ

る
と

い

う
こ

と

さ
え

わ

か
ら

な

い
。

だ

か
ら

謗

法
に

気

付
く

と

い
う

こ

と
は
正

法
に

出

遇
う

こ
と
と

同
時
に

成

り
立
つ
の
で

コピー厳禁



 

15 

 

す

。
３

０ 
と

述

べ

て
お

り
、

こ

の
よ

う

に

、
謗

法
罪

は

正
法

に

遇

う
こ

と
で

し

か
気

付

く
こ

と
が
で

き

な
い
と

示
し

て

い
る

。

善
導

は

、
謗
法
罪

を

犯

し

た
者

は
罪

の

自
覚

が

な

い
た

め
、

臨

終
に

善

知

識
に

よ
っ

て

正
法

に

遇
う

こ
と
で

そ

の
罪
に

気
づ

き

、
回

心

さ
せ

ら

れ
て
、
救

わ

れ

る
こ

と

が
で

き

る
と

考

え
て

い
た
の

で

は
な

い

か
と

筆

者
は

考

え
る

。 

 

第

二

節 

曇

鸞
と

の

比
較 

曇

鸞

は
第

二

問
答

で
『
無

量

寿
経

』
に

は
五

逆
罪

と

謗
法

罪

の
二

つ

の
罪

を

犯
し
た

者
の

こ

と
、『

観

無
量
寿

経
』
に

は
五
逆

罪
だ
け

を

犯

し
た

者

の
こ

と

を
説

い

て
い

る

と
し

て

五
逆

罪

と
謗

法

罪
を

分

け
て

考

え
て

い
た
が

、

最
終

的

に
第

五

問
答

で
五
逆

罪
は
謗
法
罪

か

ら

生
じ

る
と
し

た

こ
と

で

二
つ

の

罪
の

関

係
性

を

示
し

た

。 

し

か

し
、
先

に
述

べ

た
よ

う

に
、

五

逆
罪

の

者
が

皆

謗
法
罪

を
犯

し

て
い

る

と
は

述

べ
ら
れ

て
は

い

な
い

た

め
五

逆

罪
と

謗
法
罪
は

別

々

に
考

え

る
べ

き

で
あ

る

。
曇
鸞

が

、『
往

生
論

註

』
下
巻

の

口
業

功
徳

成

就
文

に
、
謗
法

罪
の

往

生
に

つ

い
て

説
い
て

い

る
こ

と
か

ら

、

第
一

問

答
か

ら

第
五
問

答
ま

で

を
謗

法

罪
の
重

さ
を

示

し
、

そ

れ
を

抑

止
す

る
た
め
に

説
い

た

と
考

え

る
な

ら
ば
、

曇
鸞
は
謗
法

罪

の

者
で

も

救
わ

れ

る
と

考

え
て

い

た
と

い

う
こ

と

に
な

り

、
抑

止

す
る

た

め
と

い
う
点

で

は
善
導

の
解

釈

と
一

致

す
る

。

ま
た
、
善

導

は

『
観

無

量
寿

経

』
に

五

逆
罪

の

者
の

往

生
し

か

説
か

れ

て
い

な

い
の

は

已
に

犯

し
て
い

る
か

ら

で
あ

り

、
謗

法
罪
は

ま
だ
犯
し
て

い

な

い
か

ら

『
無

量

寿
経

』

に
よ

り

抑
止

は

さ
れ

た

が
往

生

に
つ

い

て
は

い

わ
れ

て

い
な
い

と
し

て

い
る

が

、
も

し

罪
を

犯

し
た
と
し

も

救

わ
れ

る

と
解

釈

し
た

。
曇
鸞

も

口
業

功

徳
成

就

文
に
謗

法
罪

の

者
の

往

生
に

つ

い
て
説

い
て

い

る
こ

と

か
ら

、

曇
鸞

と

善
導
は
謗

コピー厳禁
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法

罪
の
者

で

も
救

わ

れ
る

と

い
う

理

解
は

同

じ
で

あ
る
と

い

う
こ

と

が
で

き

る
。
藤

場
俊
基

氏
は

、 

 
曇

鸞
は

五

逆
と

謗

法
の

罪

の
質

の

違
い

を

問
題

に

し
て

い

ま
す

が

、
善

導

に
は

あ
ま
り

そ

う
い
う

と
こ

ろ

が
あ

り

ま
せ

ん
。（
中
略
）

「

阿

弥
陀

如

来
は

五

逆
も

謗

法
も

分

け
隔

て

な
く

救

う
の

だ

」
と

、

こ
う

い

う
具
合

に
言

い

た
い

の
が
善

導
で
は

な

い
か
と
思
い

ま

す

。
３

１ 

と

述

べ
て

お

り
、
曇

鸞
は

罪

の
軽

重

を
重

要

視
し

て

い
た

よ

う
に

思

わ
れ

る

。
し

か
し
、

善

導
は
已

造
業

と

未
造

業

と
い

う

よ
う
に
理

解

し

て
い

た

が
、

結

局
ど

ち

ら
も

阿

弥
陀

仏

に
よ

っ

て
救

わ

れ
る

こ

と
を

示

し
、

二

つ
の
罪

の
重

さ

の
違

い

を
そ

こ

ま
で

意

識
し
て
い

な

か

っ
た

と

い
う

違

い
が

あ

る
と

考

え
る

。 

そ

し

て
、

曇

鸞
は

謗

法
罪

を

、
仏

法

を
謗

る

こ
と

、

仏
、

菩

薩
が

存

在
せ

ず

、
仏

法
が
な

い

と
考

え

て
い

る

状
態

や
、
仏

法
を
否
定

す

る

こ
と
と

し
た

が

、
善

導

は
、

謗
法
罪

は

ま
だ

犯

さ
れ

て

い
な

い

、
犯

し

て
い

て

も
気

づ

い
て

い
な
い

と

見
て

い

た
と

考

え
ら
れ
る

こ

と
に
よ

り

謗
法

罪

は
臨

終

の
一

念

に
明

ら

か
に

な

る
と
考

え
て

い

た
と

い

う
こ

と

が
で

き

る
。

曇

鸞
は

具

体
的

に

謗
法

罪

の
者
を
定

義

し

て
お

り

、
善

導

は
謗

法

罪
が

未
造
業

で

あ
る

こ

と
に

つ

い
て

言

及
し

て

い
る

。
善
導

は

曇
鸞
の

理
解

を

受
け

て

謗
法

罪

は
未
造
業

で

あ

る
と

い

う
新

し

い
解

釈

を
示

し

た
と

考

え
ら

れ

る
。 

ま

た

、
善

導

は
『

法

事
讃

』

に
、 

「

由

 

ル

下

（

中

略

）
彌

陀

 

ノ

因

地

 

ニ

世

饒

王

佛

 

ノ

所

 

ニ
シ
テ

捨

 

テ
テ

レ

位

 

ヲ

出

 

デ

レ

家

 

ヲ

、

即

 

チ

起

 

シ
タ
マ
フ

二

悲

智

之

心

廣
弘

 

ノ

四

十

八

願

 

ヲ

一

、

似

 

テ

二

佛
願

力

 

ヲ

一

五

逆

 

ト

之
與
二

十
惡
一

罪

滅

 

シ
テ

得
レ

生

 
 
 
 

ズ
ル
コ
ト
ヲ

、
謗
法

 

ト

闡
提

 

ト

廻

心

 

シ
テ

皆

往

 

ク
ニ

上

。
」
３

２

と

述

べ
て

お

り

、
親
鸞

も
『

教
行

信

証

』
の
「

信
文

類

」
で

引

用
し
て
い

る

。
こ

こ

で

は

、
五

逆
罪

、
謗
法

罪

の
者

で

も
回

心

す
れ

ば

皆
往

生

で
き

る

と
示

し

て
お

り

、
内

藤
知
康

氏
も

、「

滅
罪
は

願
力

に

よ
り

、
願
力

コピー厳禁
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の

領

受

は
回

心
に

よ

る
の

で

あ

り
、

結
局

、

難
化

の

三

機
・

難
治

の

三
病

の

回
心

（
自
力

か

ら
他
力

へ
の

転

換
）

に

よ
る

救

済
を
示
す

の

が

、
『
法

事
讃

』
引
文

の

結
論

と

す
る

こ

と
が

で

き
る
。
」
３

３

と

述

べ
て

お

り
、
難

化
の

三
機
・
難

治
の

三

病
で

も
、
回

心

す
る

こ

と

に

よ

っ
て

救

済
さ

れ

る
こ

と

を
示

し

て
い

る

が
、
筆

者

も
同

意
見

で

あ
り

、『

法
事

讃

』
の

文

か
ら

五

逆
罪
、
謗
法

罪
、
一

闡

提
の
者
で

も

回

心
す

れ

ば
救

わ

れ
る

と

考
え

る

。 

曇

鸞

も
『

往

生
論

註
』
下

巻

の
口

業

功
徳

成

就
文

に

謗
法

罪

の
往

生

を
説

い

て
お
り

、
先

に
も
示

し

た
が

、
「

聞

 

ケ
バ

二

阿
彌

陀
如
來

 

ノ

至
徳

 

ノ

名

號
説
法

 

ノ

音
聲

 

ヲ

一

」
と

述
べ
て

い

る
こ

と

か
ら

回

心
す

れ

ば
救

わ

れ
る

と

考
え

て

い
た
と

い
う

こ

と
が

で
き
る

の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。 

こ

の

こ
と

か

ら
、

曇

鸞
も

善

導
も

謗

法
罪
を

犯
し

た

と
し

て

も
回

心

す
れ

ば

救
わ

れ

る
と
考

え
て

い

た
の

で

は
な

い

か
と

考

え
る
。
い

つ

回

心
す

る

の
か

と

い
う

こ

と
で

あ

る
が

、
曇
鸞

は

こ
の

迷

い
の

世

界
で

の

回
心

の

こ
と
示

し
て

い

る
と

思

わ
れ

る
が
、
善
導

は
、
『
往

生

禮

讃
』

に

以
下

の

よ
う

に

述
べ

て

い
る

。 

下

輩

 

ハ

下

行
下
根

 

ノ

人

 

ナ
リ 

十

惡

・

五
逆
等

 

ノ

貪
瞋

 

ト 

四

重

 

ト

偸
僧

 

ト

謗

正
法

 

ト 

未

 

ダ

三

曾

 

テ

慚

愧

 

シ
テ

悔

 

イ

二

前

 

ノ 

一 

終

時

 

ニ

苦

相

如

 

ク
ニ

レ

雲

 

ノ

集

 

リ 

地
獄

 

ノ

猛

火

罪
人

 

ノ

前

 

ニ
ア
リ 

忽

 

ニ

遇

 

フ

三

往

生

 

ノ

善

知
識

 

ノ 

急

 

ニ

勸

 

メ
テ

専

 

ラ

稱

 
 

セ
シ
ム
ル
ニ

二

彼

 

ノ

佛

 

ノ

名

 

ヲ

一 

化

佛

・
菩

薩

尋

 

ネ
テ

レ

聲

 

ヲ

到

 
 

リ
タ
マ
フ 

一

念

傾

 

ク
レ
バ

レ

心

 

ヲ

入

 

ル

二

寶

蓮

 

ニ

一 

三

華

障

重

 

ク
シ
テ

開

 

ク

二

多

劫

 

ニ

一 

于
レ

時
始

 

テ

發

 

ス

二

菩

提

 

ノ

因

 

ヲ

一

３

４ 

つ

ま

り
、

謗

法
罪

の

者
は
、

臨
終

の

時
に

善

知
識

に

遇
う

と

述
べ

て

い
る

こ

と
か

ら

、
臨
終

の
一

念

に
回

心

さ
せ

ら
れ
る

と

考
え
て
い

コピー厳禁
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た

と
い
う

違

い
が

あ

る
。

曇

鸞
と

善

導
で

は

、
謗

法

罪
に

つ

い
て

の

理
解

と

回
心

さ
せ
ら

れ

る
時
期

に
つ

い

て
違

い

が
見

ら

れ
る
が
、

ど

ち

ら
も

、

謗
法

罪

の
者

の

救
い

を

説
い

て

い
る

こ

と
に

は

違
い

な

い
の

で

あ
る

。 

  第

三

章 

親

鸞
の

逆

謗
摂

取

観
に

対

す
る

考

察 

第

一

節 

曇

鸞
・

善

導
か

ら

の
影

響 

『

顕

浄
土

真

実
教

行

証
文

類

』
（
以

下

『
教

行
信

証

』
）
の

「

信
文

類
」

に 

 
 

夫

 

レ

佛

説

 

テ

二

難

治

 

ノ

機

 

ヲ

一

『

涅

槃
經

 

ニ

』

言

 
 
 

ノ
タ
マ
ハ
ク

「
迦

葉
、
世

 

ニ

有

 

リ

二

三

人
一

、
其

 

ノ

病

難

 
 

ガ
タ
シ

レ

治

 

シ

。
一

 

ニ
ハ

謗

大
乘
、
二

 

ニ
ハ

五

逆

罪
、
三

 

ニ
ハ

一
闡

提

 

ナ
リ

。
如

 

ノ

レ

是

 

ノ

三

病

、
世

 

ノ

中

 

ニ

極

重

 

ナ
リ

。

悉

 

ク

非

 

ズ

三

聲

聞

・
緣

覺

・
菩

薩

之
所

 

ニ

二

能

 

ク

治

 

ス
ル

一

。
３

５ 

と

述

べ

て
お
り
、

親

鸞
は
謗

法

と
五

逆
の

罪

は
治

し

に

く
く

、
極

重

で
あ

る

と
示

し

て
い
る

が
、

そ

の
罪

の

軽
重

を

問
題

に

し
て
お
ら

ず

、

両
方
と

も
仏

の

救
い

の

対

象
で

あ
る

こ

と
を

示

し

て
い

る
。

親

鸞
は

、
善
導

が

抑
止
と

理
解

し

た
こ

と

を
踏

ま
え
て

、

曇
鸞
の
解

釈

を

抑

止
の

た
め

の

譬
え
で

あ

り
、

も
し

犯

し
た

と

し

て
も

救
わ

れ

る
と

い

う
よ

う
に
見
て

お
り

、

最
終

的

に
は

、

五
逆

罪

の
者
も
謗

法

罪

の
者

も
往
生

で

き
る

と

理
解

し

た
の

で

は
な

い

か
と

考

え
る

。

こ
れ

に

つ
い

て

、
梯

實

圓
氏

は
、 

『

往

生

論
註

』
下

巻

（
『

註

釈

版
聖

典

』
七

祖
篇

一

二

八
頁

）
の

仏

の
口

業

功

徳
を
讃
え

る

釈
の
な

か

に
、
「

慢
心

を
お

こ

し
て
正

法

を

誹
謗

し
、
賢

聖
を
毀

呰
（
謗

る
）
し
た

」
よ

う

な
謗

法

の
も

の

で
あ

っ

て
も

、
心

を

翻
し
て
「

阿
弥

陀
如

来

の
至
徳

の

名
号
、

説

法

の
音

声

を
疑

い

な
く

聞

く
な

ら

ば

」
、
そ

の
よ

う

な
極

重

の
罪

業

も
名

号

の
は

た

ら
き
に

よ
っ

て

転
換

さ

れ
て

浄
土
へ

生
ま
れ

コピー厳禁
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る

こ

と

が
で

き
る

と

説
か

れ

て

い
ま

す
。

す

な
わ

ち

謗

法
の

過
ち

に

気
づ

い

て

慚
愧

し
、

本

願
を

信
じ

て
念
仏
す

る

よ
う
に
な
れ

ば

、

そ

の
罪

業
は

転

換
さ

れ

て

か
な

ら
ず

極

楽
に

往

生

で
き

る
と

い

わ
れ

て

い

る
の

で
す

。

こ
れ

に
よ

っ
て
曇
鸞

大

師
は
、
五
逆

も

謗

法
も

、
そ

の
罪

に
気

づ

き

、
回
心

し
て

念
仏

す

る
な

ら

ば

、
往

生
を

得

し
め

ら

れ
る
と

い
わ

れ

て
い

た

こ
と

が
わ
か

り
ま
す

。

３

６ 

と

述

べ

て
お

り
、
梯

實
圓

氏

が

曇
鸞

に
つ

い

て
理

解

し

た
よ

う
に

、

親
鸞

も

曇
鸞

の

真
意
は

、
口

業

功
徳

成

就
文

に
示
さ

れ
て
い
る
よ

う

に

、
阿
弥

陀
仏

の

名
号

を

聞

い
て
回
心

す

れ
ば

、

謗

法
罪

の
者

で

も
救

わ

れ
る

と

い
う
こ

と
で

あ

る
と

理

解
し

た

と
考

え

る
。
そ
し

て

、
曇

鸞

が

、
八

番

問
答
の

第

三
問

答

に

、
謗

法
罪

の

者
は

浄

土
に

生

ま
れ

た

い
と

願

う
は

ず

が
な

い
と
説

い
て
い

る

こ
と
に

対
し
て
、

村

上

速
水

氏

は 

 
 

「

願
生

の
理

な

き
が

故

に

」
除

か
れ

る

と
は

、

逆

に
願

生
す

れ

ば
救

わ

れ
る

こ

と
を

意

味
し

、
こ
れ

は
後
引

か

れ
る
『

法
事
讃
』

の
「

謗

法
闡

提

、
回

心
皆

往
（

謗
法
・
闡
提

、
回

心

す
れ

ば

み
な

往

く
）
」
の

文
意
と

同
じ

く
、
信
ず

る
も

の

は
い

か
な
る

機
類

で

も

救

わ
れ

る

こ
と

を

あ
ら

わ

す
も

の

で
あ

る
３

７ 

と

述

べ

て
い

る
。

つ

ま
り

、

謗

法
罪

を
犯

し

た
者

で

浄

土
が

清
浄

で

あ
る

こ

と
を

聞
い
て

往

生
し
た

い
と

思

っ
て

も

、
自

分

の
欲
望
の

為

に

そ

う
願

っ
て

い

る
の

な

ら

往
生

で
き

な

い
と

い

う

こ
と

で
あ

る

が
、

阿

弥
陀

仏
を
信

じ

、
願
生

す
る

者

は
救

わ

れ
る

と

い
う
こ
と

を

示

し

て
い

る
の

で

あ
る

。

親

鸞
は

、
善

導

の
理

解

を

元
に

し
て

、

曇
鸞

は

抑
止

す

る
た

め

に
説

い
た
と

考
え
て

い

た
の
で

謗
法
罪
の

者

で

も
願

生

す
れ

ば

救
わ

れ

る
と

見

て
い

た

の
で

は

な
い

だ

ろ
う

か

。 

ま

た

、
親

鸞

は

、
『

尊
号

真

像
銘

文

』
に

、

 

コピー厳禁
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「

唯

除
五

逆
誹
謗

正

法
」
と

い

ふ
は

、「

唯
除

」
と

い

ふ
は

た

だ
の

ぞ

く
と

い

ふ
こ

と
ば
也

。
五
逆

の

つ
み

び

と
を

き
ら
い

誹
謗
の 

お

も

き
と

が

を
し

ら

せ
む

と

也
。

こ

の
ふ

た

つ
の

つ

み
の
お

も
き

こ

と
を

し

め
し

て
、
十

方

一
切
の

衆
生

み

な
も

れ

ず
往

生
す
べ

し

と

し
ら

せ

む
と

な

り
３

８ 

と

述

べ
て

い

る
。
親

鸞
は

唯

除
の

文

に
つ

い

て
、『

尊

号

真
像

銘
文

』
で
五

逆

罪
と

謗
法
罪

の

重
さ
を

知
ら

せ

、
十
方

一
切

の

衆
生

の
往

生

を

説

い
て

い
る

こ

と
か

ら

、

も
し

、
五

逆

罪
、

謗

法

罪
を

犯
し

て

も
救

わ

れ
る

と

解
釈

し

た
と

考

え
ら

れ

る
。

親

鸞
は

、

先
に
五
逆

罪

、
謗

法
罪

を
抑

止

し
て

、

後

に
、

も
し

罪

を
犯

し

て

も
救

わ
れ

る

こ
と

を

示
し

て
い
る

の

で
あ
る

。
こ

の

こ
と

か

ら
、

親

鸞
は
曇
鸞

の

八

番

問
答
を
こ

の

二
つ

の

罪

の
重

さ
を

示

す
た

め

に

引
用
し
た

と

考
え

ら

れ
る

。
親
鸞
は

八
番

問

答
に

関

し
て

、

抑
止

す

る
た
め
に

説

い

た

と
考

え
て
い

た
の

で

、

八
番

問
答

と

口
業

功

徳

成
就

文
の

矛

盾
を

感

じ
て
お

ら
ず
、

一
見

矛

盾
に

見

え
る

問
答
に

つ
い
て
言
及

し

な

か
っ

た

の
で

は

な
い
か

と
考

え

る
。 

善

導

は
、

五

逆
罪

は

す
で

に

犯
し

た

罪
で

あ

る
か

ら

仏
は

そ

の
ま

ま

に
は

し

て
お

け
な
い

た

め
救
う

と
説

き
、
謗

法
罪
は

ま
だ
犯
し

て

い

な
い

罪

で
あ

る

か
ら

抑

止
す

る

た
め

に

除
く
と

説
い

た

と
解

釈

し
た

。
先

に

述
べ

た

よ
う
に

、「
五

逆

の
つ
み
ひ

と
を

き

ら
ひ

誹
謗

の

お

も
き

と

が
を

し

ら
せ
ん

と
な

り

」
と

あ

る
よ

う

に
、

親

鸞
は

、

法
蔵

菩

薩
は

未

造
の

衆

生
を

抑

止
す

る

た
め

に

「
唯

除

」
と
説
い

た

と

考
え

て

い
た
と

考
え

ら

れ
る

。
そ
し

て

、
そ

の

後
に

十

方
一

切

の
衆

生

の
往

生
に
つ

い

て
説
い

て
い

る

こ
と

か

ら
、

善

導
が
『
法

事

讃

』
、
曇

鸞

が
『

往

生
論

註

』
下
巻

の
口

業

功
徳

成

就
文
で
謗
法

罪

の
者

の

往
生

を

示
し

た

よ
う

に
、
親
鸞
も
、
謗

法
罪

の

者
で
も
救

わ

れ

る
と

考

え
て

い

た
の

で

あ
る

。

曇
鸞

は

八
番

問

答
で

謗

法
罪

の

者
の

往

生
を

認
め
て

い

な
い
の

で
真

意

は
明

ら

か
で

は

な
い
が
、

少

な

く
と

も
親
鸞

は

、
曇

鸞

と
善

導

が
謗

法

罪
の

者

で
も

回

心
す

れ

ば
往

生

で
き

る

と
示
し

て
い

る

の
で

、

曇
鸞

と

善
導

は

謗
法
罪
の

コピー厳禁
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者

で

も
救

わ

れ
る

と
理
解

し

た
と

考

え
て

い

た
と

考

え
る

。 

 

第

二

節 
親

鸞
の

解

釈 

親

鸞

は
『
末

燈
鈔

』
に
「
師

を

そ
し

り

、
善

知
識

を

か
ろ

し

め
、
同

行
を

も

あ
な

づ

り
な

ん

ど
し

あ
は
せ

た
ま
ふ

よ

し
き
き

候
こ
そ
、

あ

さ

ま
し

く

候
へ
。

す
で

に

謗
法

の

ひ
と

な

り
、

五

逆
の

ひ

と
な

り

。
」
３

９

と

述
べ

て

お
り
、

ま
た

、
『

親
鸞

聖

人
御

消
息
』

に

、
「

こ

と

に

、
破

僧

罪
と

申

す
罪

は

、
五

逆

の
そ

の

一
つ

な

り
。

親

鸞
に

そ

ら
ご

と

を
も

う
し
つ

け

た
る
は

、
父

を

殺
す

な

り
。

五

逆
の
そ
の

一

つ

な
り

。
」
と
述

べ
て

い

る

。
そ

し

て
、
同
じ

く

、
『
親

鸞

聖
人

御
消

息

』
に
、
「

善

知
識
を

お

ろ
か
に

お
も
ひ

、
師

を

そ
し
る

も
の
を

ば

、

謗
法

も

の
と

ま

ふ
す

な

り
。

親

を
そ

し

る
も

の

を
ば

、

五
逆

の

も
の

と

ま
ふ

す
な
り

。
」
４

０

と
述

べ
て
お

り
、

師

を
謗

れ

ば
謗

法

罪

に

な
り

、

親
を

謗

れ
ば

五

逆
罪

に

な
る

と

い
う

の

で
あ

る

。
師

を

謗
れ

ば

謗
法

罪
、
親

を

謗
れ
ば

五
逆

罪

と
い

う

の
は

親

鸞
独
自
の

解

釈

で
あ

る

が
、

こ

れ
を

示

す
こ

と

に
よ

っ

て
罪

を

造
っ

て

い
る

者

に
罪

の

自
覚

さ
せ
よ

う

と
し
た

の
で

は

な
い

か

と
考

え

る
。
梯
實

圓

氏

は
、 

「

除

く
」

と

い
わ

れ

た
の

は

、
五

逆

と
謗

法

は
、

仏

が
嫌

い

斥
け

ら

れ
て

い

る
極
重

罪
で

あ

る
こ

と
を
逆

謗
の
機

に

は
っ
き
り
知

ら

し

め
る

た

め
で

あ

っ
た

と

い
う

の

で
す

。

そ
し

て

逆
謗

の

罪
人

に

、
自

分

の
罪
を

罪
と

認

知
さ

せ
、
慚

愧
を
生

ぜ

し
め
、
回
心

さ

せ

る
た

め

だ
っ

た

の
で

す

。
４

１ 

こ

の

よ
う

に

、
唯

除

の
文

は

五
逆

罪

、
謗

法

罪
の

者

に
罪

の

自
覚

を

さ
せ

、

回
心

さ
せ
る

た

め
に
説

い
た

と

述
べ

て

い
る

。

筆
者
も
唯

除

と

し
た

の

は
抑

止

だ
け

で

な
く

、

罪
を

犯

し
て

い

る
者

に

罪
を

自

覚
さ

せ

、
回

心

さ
せ
る

た
め

に

説
い

た

と
考

え

る
。

つ

ま
り
、
回

コピー厳禁
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心

す

れ
ば

救

わ
れ

る
と
い

う

こ
と

は

、
往

生

に
必

要

な
の

は

信
心

で

あ
る

と

い
う

こ
と
が

で

き
る
。

内
藤

知

康
氏

は

、 

 
 

難
化

の

三
機

は

、
仏

法

に
信

が

な
い

の

で
、

そ

の
ま

ま

で
は

決

し
て

往

生
で

き

な
い

の

で
あ

る
が
、

願
力
に

よ

っ
て
疑

蓋
無
雑
の

信

楽

一
心

を

回
施

さ

れ
、

も

は
や

五

逆
の

も

の
、

謗

法
の

も

の
、

一

闡
提

で

は
な
い

存
在

に

な
ら

し
め
ら

れ
て
、

往

生
を
遂
げ
る

の

で

あ
る
４

２ 

つ

ま

り
、
五

逆
の

者

も
謗

法
の

者
も

一
闡

提

の
者

も

阿

弥
陀

仏
の

本

願
力

に

よ
っ

て

信
楽

一

心
を

回
施
さ

れ
往
生

で

き
る
と

述
べ
て
お

り

、

難

化
の

三
機

で

も
往

生

で

き
る

こ
と

を

示
し

て

い

る
。

難
化

の

三
機

は

、
阿

弥
陀
仏
に

回
心

さ

せ
ら

れ

る
こ

と
に
よ

っ
て
阿
弥
陀

仏

の

浄
土

に

往
生

で

き
る

と

考
え

る

。 

 

ま

た

、
親

鸞

は
、
『
教

行

信
証

』
「

行
文

類
」
に
「

凡

聖
・
逆

謗

齊
ヒ
ト
シ
ク

回

入

 

レ
バ

如

 

シ

二

衆

水
入

 

テ

レ

海

一

味

 

ナ
ル
ガ

一

」
と

説

い
て

お
り

、
五
逆
罪
の
者

も

謗

法
罪

の

者
も

阿

弥
陀

仏

の
本

願

に
帰

入

す
れ

ば

救
わ

れ

る
こ

と

を
示

し

て
い

る
の
で

あ

る
。
ま
た

、『
浄

土
文

類

聚
鈔

』
に
も
、「
惑ワ

ク

染ゼ

ン

・

逆
ギ
ャ
ク

惡ク

齊
ヒ
ト
シ
ク

皆ナ

生レ

謗ハ

ウ

法

・
闡

提

セ

ン

ダ

イ

廻
エ
ス
レ
バ

皆ミ

ナ

往ユ

ク

４

３

」

と

述

べ

て

お

り

、

阿

弥

陀

仏

の

本

願

を

信

じ

れ

ば

、

五

逆

罪

、

謗

法

罪
、

一

闡

提

の

者

で

も

皆
回

心
す

れ

ば
往

生

で

き
る

こ
と

が

示
さ

れ

て

い
る

。
先

に

も
述

べ

た
が

、

親
鸞

は
五
逆

罪

と
謗
法

罪
に
つ

い
て

、

そ
の
罪
の

軽

重

を
問

題

に
し

て

お
ら

ず

、
ど
ち

ら

も
阿

弥
陀

仏

に
よ

っ

て
摂

取

さ
れ

る

と
考

え
て
い

た
の
で

あ

る

。
そ

し

て

、
親
鸞

は
、『
教
行
信

証

』

の
「

信

文
類

」

に
引

用

し
て

い

た
『

涅

槃
経

』

の
文

の

後
に

、 

「

難
化

 

ノ

三

機

、
難
治

 

ノ

三

病
者ハ

憑
タ
ノ
ミ

二

大

悲

 

ノ

弘
誓

 

ヲ

一

歸

 
 

ス
レ
バ

二

利
他

 

ノ

信

海

 

ニ

一

矜
二

哀
 

シ
テ

斯

 

ヲ

一

治

 

ス

、
憐レ

ン

二

憫
ビ
ン
シ
テ

斯

 

ヲ

一

療

 
 
 

シ
タ
マ
フ

。
喩

 

ヘ
バ

如

 

シ

三

醍
醐

 

ノ

妙
薬

 

ノ

療

 
 

ス
ル
ガ

二

一
切

 

ノ

病

 

ヲ

一

。
」
４

４

と

述

べ

て

お

り

、

父

を

殺

し

た

阿

闍

世

、

釈

尊

を

殺

そ

う

と

し

た

提

婆

達
多

で
も

救
わ

れ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る

の

で

あ

る

。
こ

の
よ

う

に
、
第
十

八

願
に
「

唯
除

 

ク

二

五

逆

 

ト

誹

謗

正

法

 

ト
ヲ

一

」
と

説

い

た

の
は

罪

を
犯

さ
な
い

た

め
の
抑

止
で
も

あ
る

が

、
『

尊
号
真

コピー厳禁
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像

銘

文

』
で

示
し

て

い
る

よ

う

に
已

に
犯

し

て
い

る

罪

を
自

覚
し

て

回
心

さ

せ
る

た

め
で

も

あ
っ

た
と
解

釈
し
た

と

考
え

ら

れ
る
。
そ

し

て

、
『
教

行
信

証

』
で
『

法

事
讃

』
を

引

用
し
て

い

る
よ

う

に
、
五
逆
罪

の

者
、
謗

法
罪
の
者
で
も

回
心

す

れ
ば

阿

弥
陀

仏

の
本

願
力

に

よ

っ
て

往

生
で

き

る
こ

と

を
示

し

た
の

で

あ
る

。 

   

結

論 

 

八

番
問

答
を
見

る

限
り
、

第
一

問

答
か

ら

第
四

問

答
ま

で

と
第

五

問
答

と

で
は

矛
盾
は

し

て
い
る

よ
う

に

見
え

る

が
、

曇

鸞
は
謗
法

罪

の

重
さ

を

示
す

た

め
に

説

い
た

と

考
え

る

こ
と

が

で
き

る

の
で

は

な
い

だ

ろ
う

か
。
し

か

し
、

曇

鸞
は

、

八
番

問

答
で

は

五
逆
罪
の

者

は

往
生

で

き
る

が

謗
法

罪

の
者

は

往
生

で

き
な

い

と
述

べ

、
口

業

功
徳

成

就
文

で

は
謗
法

罪
の

者

で
も

回

心
す

れ

ば
救

わ

れ
る
と
述

べ

て

い
る

た

め
、

真

意
は

明

ら
か

で

は
な

い

。
善

導

は
、
五

逆
罪

を

已
造

業

、
謗

法

罪
を

未
造
業

と

示
し
、

五
逆
罪

と
謗

法

罪
を
除
く

と

説

い
た

の

は
罪

を

犯
さ

せ

な
い

た

め
の

抑

止
で

あ

る
と

し

て

、
も

し

、
罪

を

犯
し

て

し
ま

っ
て
も

救

わ
れ
る

と
理

解
し
た
。
そ

し
て
、

親

鸞

は
曇

鸞

の
理

解

を
、

善

導
が

抑

止
と

理

解
し

た

こ
と

を

踏
ま

え

て
見

て

い
た

の

で
、

八

番
問

答
と
口

業
功
徳

成

就
文
の

違
い
に
つ

い

て

述
べ

て

お
ら

ず
、
曇

鸞

の
真

意

も
ま

た

抑
止
で

あ
り

、

曇
鸞

も

、
罪

を

犯
し

て

も
救

わ
れ
る

と

考
え
て

い
た
と

解
釈

し

た
の
で
は

な

い

だ
ろ

う

か
。

親

鸞
は

、
曇
鸞

も

善
導

も

回
心

す

れ
ば

謗

法
罪

の

者
で

も

救
わ

れ

る
こ
と

を
示

し

た
と

解

釈
し

た

と
考

え
ら
れ
る
。 

親

鸞

は

、

第

十

八

願

の

「

唯

除

 

ク

二

五

逆

 

ト

誹

謗

正

法

 

ト
ヲ

一

」

の

文

を

罪

の

抑

止

だ

け
で

は

な

く
、

犯

し

た

罪

の

自

覚

と
回

心

を

促

す
た

め

コピー厳禁
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で

あ

っ

た
と
考
え
て

い
た

の

で

は
な

い
だ

ろ

う
か

。

そ

し
て

、
も

し

五
逆

罪

や
謗

法

罪
を

犯
し
て

し

ま
っ
た

と
し
て

も
救

う

と
理
解
し

た

の

で

あ
る

。
そ

れ

故
に

『

尊

号
真

像
銘

文

』
に

「

十

方
一

切
の

衆

生
み

な

も
れ

ず

往
生

す
べ
し

と

し
ら

せ

む
と

な

り
」

と

説
い
た
と

考

え

ら

れ
る

。
つ

ま

り
、

親

鸞

は
、

五
逆

罪

や
謗

法

罪

と
い

っ
た

極

め
て

重

い
罪

を
造
っ

た

と
し
て

も
阿

弥

陀
仏

の

本
願

力

に
よ
っ
て

皆

往

生

を
得

る
こ

と

を
明

ら

か

に
し

た
の

で

あ
る

。

こ

れ
が

親
鸞

の

逆
謗

摂

取
観

で

あ
る

と
考
え

る

。
親

鸞

は
、

五

逆
罪

と

謗
法
罪
の

者

が

救
わ

れ

る
こ

と

に
よ

っ

て
、

す

べ
て

の

衆
生

が

救
わ

れ

る
道

を

示
し

た

の
で

あ
る
。

コピー厳禁
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印

度

學
佛

教
學

研

究
』

一

〇
、
一

九
六

二

年 

相

馬

一
意

「
『

論
註

』
八

番

問
答

の

問
題

点

」
『

佛

教
學

研

究
』

七

一
、

二

〇
一

五
年 

内

藤

知
康

「
「

信
文

類
」

逆

謗
摂

取

釈
に

つ

い
て

の

一
考

察

」
『
真

宗
学

』

一
〇

五

・
一

〇
六
、

二
〇
〇

二

年 

内

藤

知
康

「

真
宗

教

学
に

お

け
る

五

逆
・

謗

法
・

一

闡
提

の

位
置

づ

け
」
『

真

宗
学

』

一
〇

八
、

二

〇
〇

三

年 

難

波

教
行

「
『

往
生

拾
因

』

に
記

さ

れ
る

五

逆
に

つ

い
て

の

一
考

察

」
『

大

谷
学

報
』
九

四

、
二
〇

一
五
年 

弘

中

満
雄

「
〈

無
量

寿
経

〉

に
お

け

る
唯

除

の
語

義

に
つ

い

て

」
『

竜
谷

教

学
』

四
六
、

二

〇
一
一

年 

普

賢

保
之

「

親
鸞

に

お
け

る

八
番

問

答
の

受

容
」
『

印

度
學

佛

教
學

研
究

』

四
一

、

一
九
九

二
年 

普

賢

保
之

「

法
然

に

お
け

る

謗
法

理

解

」
『

龍
谷

大

學
論

集

』
四

六

九
、

二

〇
〇

七
年 

松

井

憲
一

「

本
願

に

お
け

る

唯
除

の

意
味

」
『
真

宗

研
究

』

一
三

、

一
九

六

八
年 

コピー厳禁



 

 

 

 

宮

島

磨
「
『

観

経
疏

』
（
「

散

善

義
」
）

に
お

け

る
「

抑

止
門

」

釈
を

め

ぐ
っ

て

‐
善
導

か
ら

親

鸞
へ

‐
」
『
哲
学

論
文
集
』

三

九
、 

二

〇

〇
三

年 

 
 

森
村

森

鳳
「

八

番
問

答

の
重

層

的
な

論

理
」
『

同

朋
大

学

論
叢

』
九

七

、
二

〇

一
三
年 

山

本

充
朗

「

第
十

八

願
に

お

け
る

唯

除
の

意

味
‐

親

鸞
に

お

け
る

人

間
の

研

究
‐
」
『

真
宗

研
究

』

一
九

、

一
九

七
四
年 

コピー厳禁


